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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和６年８月８日 １６時１２分頃 

発生場所 京浜港川崎第１区 

 川崎東扇島防波堤東灯台から真方位３０７°２.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３５°３１.０′ 東経１３９°４４.８′） 

事故の概要  遊漁船第十八長
ちょう

八
はち

丸は、航行中、機関室から火災が発生して漂流

し、錨泊船に接触して延焼させ、両船とも沈没した。 

第十八長八丸は、機関室等に焼損を、錨泊船は船体に全焼を生じ

た。 

事故調査の経過  令和６年８月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。  

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

遊漁船 第十八長八丸、１１トン 

 ２４１－８００８神奈川、長八海運株式会社（Ａ社） 

 １１.９６ｍ（Lr）×３.６２ｍ×１.３３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、船内機、３３１.００kＷ（合計）、昭和６０年３

月、使用燃料軽油 

 乗組員等に関する情報 船長 ７５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５３年４月１４日 

免許証交付日 令和６年１月１７日 

（令和１１年６月２６日まで有効） 

甲板員 ５７歳 

 二級小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２１年２月２０日 

  免許証交付日 令和６年１月１７日 

          （令和１１年２月１９日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 機関室、主機、バッテリー、前部及び後部甲板等に焼損（全

焼） 

錨泊船 全焼 
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 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 

 

 本船は、船長及び甲板員が乗り組み、令和６年８月８日１５時２５

分頃釣り客２４人を送迎する目的で京浜港川崎第１区夜光
や こ う

運河のＡ社

船乗り場（以下「船乗り場」という。）を出発し、同港川崎第２区の

東扇島防波堤へ向かった。乗組員及び釣り客は、全員救命胴衣を着用

していた。 

船長らは、本事故当日、主機の始動前及び始動後に機関室を点検し

たが、電気機器及び電気配線を含めて異状がないことを確認してい

た。 

 本船は、１５時５０分頃東扇島防波堤で収容した釣り客を前部甲板

及び後部甲板にそれぞれ１２人ずつ配置して腰を下ろさせ、船長が操

舵室右舷側の操縦席に腰を掛けて操船に、甲板員が操舵室左舷側の補

助席に腰を掛けて見張りにそれぞれ当たり、約１３ノット（kn）の速

力（対地速力、以下同じ。）で、船乗り場に向かった。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １６時１２分頃川崎第１区水江
み ず え

運河付近を航行中、甲板員は、操舵

室下方の機関室から「ポン」という大きな炸
さく

裂音を聞き、操舵室前壁

下端付近に設けたのぞき窓
．．．．

から機関室を見たところ、同室内が白煙に

覆われているのを認めた。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 機関室平面略図 

 

図１ 本船船体平面、乗組員及釣り客配置略図 

船首 



- 3 - 

甲板員は、次いで操舵室後方の床に設けた機関室出入口の蓋を開

け、機関室をのぞいたところ、炎を認めたものの、煙によって出火場

所を特定することができなかった。 

 船長は、本船の速力を約４.５kn に減速して着岸操船を続け、甲板

員が機関室出入口の蓋を開け機関室内に向け持運び式粉末消火器 

（ＡＢＣ型）１本を使って消火を試みたものの、炎は勢いを増すとと

もに黒煙が立ち込め始めた。 

 船長は、甲板員から火災発生の報告を受け、本船を‘夜光運河南西

側に築造された護岸’（以下単に「護岸」という。）に左舷着けし、甲

板員を護岸に降ろして船首係留索を持たせ、釣り客２４人を護岸に順

次誘導した後、自身も護岸に降りた。 

 船長は、その後、延焼が前部甲板に広がった状況を見て、これ以上

本船を係留すると甲板員に危険が及ぶと判断し、甲板員に係留索を放

棄させた。 

本船は、護岸を離れて北西方（夜光運河の奥）に流れ出し、船長の

指示を受けた甲板員は、自身の携帯電話でＡ社に本事故の発生を報告

し、１１９番への通報及び釣り客の輸送を依頼した。 

 本船は、その後、船乗り場南東側に錨泊していたＡ社所有の船舶

（以下「Ａ船」という。）に接触して停船したものの、Ａ船にも火炎

が広がった。 

 本船及びＡ船は、駆けつけた消防によって、消火作業が開始され、

消火作業中、両船とも船乗り場付近で沈没した。 

（図３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本船及びＡ船は、後日、Ａ社社長が手配した業者によって、夜光運

河南西側の空き地に引き揚げられた。 

本船は、当委員会、消防等の関係機関によって調査が行われた後、

廃船処理された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

図３ 本船の護岸着岸後の状況略図 

本船 

Ａ船 

沈没場所 

夜光運河 

護岸 

水江運河 

船乗り場 

空き地 

Ａ船 

本船 
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*1  「船舶事故を起こさないためのバッテリー（鉛蓄電池）の正しい使い方」、(一社)電池工業会、海上保安庁 
*2 「絶縁抵抗測定」とは、電気機器や電路といった電気設備の絶縁状態を把握するために通常使用電圧の数倍 

（５００Ｖ程度）を通電して絶縁状態を評価する点検をいう。漏電、感電事故、火災事故を未然に防ぐことが期

待できる。 

その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) バッテリーの運用状況に関する情報 

   ① 右舷側のバッテリー２個（以下「本件バッテリー」という。）

及び左舷側のバッテリー２個（以下「左舷バッテリー」とい

う。）は、それぞれ主機船尾側両舷の木箱に入れられて設置さ

れ、固縛されていなかった。 

② 本件バッテリーは、主機付右舷側発電機で発電された電気が

右舷側充電器から、左舷バッテリーは、主機付左舷側発電機で

発電された電気が左舷側充電器から、それぞれ充電されてい

た。また、左舷バッテリーは主機始動用に、本件バッテリーは

航海計器、室内灯、集魚灯及び作業灯にそれぞれ使用されてい

た。（図２参照） 

③ 船長は、バッテリーメーカーが推奨する充電電圧が２７.６～

２８.７Ｖであったので、２８Ｖで充電を行っていた。 

(2) 消火設備に関する情報 

本船は、操舵室に持運び式粉末消火器（ＡＢＣ型）１本、機関

室に小型船舶用自動拡散型粉末消火器（ＡＢＣ型）１本をそれぞ

れ設置していた。本事故当時の自動拡散型粉末消火器の作動状況

は不明である。 

(3) 機関及び電気設備に関する情報 

   ① 主機、主機付発電機は、１年ごとに機関修理業者に点検整備

を依頼していた。整備記録については本事故で焼損した。 

   ② 本件バッテリー及び左舷バッテリーは、３、４年ごとに新替

えしていた。 

       文献*1によれば、バッテリーの寿命について次のとおり情報提

供が行われている。 

     ａ バッテリーは使用しなくても経年劣化を伴うため、徐々に

容量が低下し寿命が短くなる。 

     ｂ 同じバッテリーでも使用環境、使用条件、使用頻度等の要

因で寿命までの期間は変化するが、バッテリーは消耗品であ

るために２、３年での定期的な交換を推奨する。 

③ 絶縁抵抗測定*2は、船舶検査の対象ではなく、過去に主機付発

電機、電気機器、電気配線、室内灯、集魚灯及び作業灯スイッ

チの作動状況に異状がなかったので、実施したことがなかっ

た。 
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(4) 出火状況に関する情報 

沈没した本船が陸上に引き揚げられた後、焼損状況等の調査を

行った結果、次のとおりであった。 

① 機関室全体にわたり焼損が激しく、特に本件バッテリー設置

場所付近が他の場所に比べ焼損の程度が大きかった。（写真１～

３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 本件バッテリー設置場所の右舷側外板に破口を生じて、設置

場所に本件バッテリーがなかった。 

③ 左舷バッテリーは、設置場所から左舷側外板に移動してお

り、全体的に熱によって変形し、上部が溶解している状況で 

あった。（写真４参照） 

 

 

 

 

本件バッテリー設置場所 

左舷バッテリー設置場所 

写真２ 船尾側から見た本船の状況 写真１ 船首側から見た機関室の状況 

破口 

右舷 

左舷 

 

写真３ バッテリー設置場所付近の状況 
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(5) 火災による損傷状況 

本事故後に本船を調査した結果、次のとおりであった。 

① 操舵室は焼失し、また、機関室も焼損し、同室右舷側は船底

付近及び床板までほぼ焼損していた。 

② 機関室右舷側に設置されていた本件バッテリーは、残存して

いないが付近の残渣
さ

物には溶融した金属物や丸型端子があっ

た。一方、左舷バッテリーは、上部が焼損していたが大きな変

形はなかった。 

③ 主機は、本体が変形しておらず、運転中に過熱して焼損した

状況になかった。 

分析 

 乗組員等の関与  

船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 本船は、本事故後、機関室全体に焼損があって、同室右舷側が

床板まで焼失して他の場所に比べ焼損の程度が大きかったことか

ら、本件バッテリー設置場所付近が出火場所であったものと推定

される。 

(2) 主機は、運転中の過熱による出火がなかったものと考えられ

る。 

(3) バッテリーは、３、４年ごとに新替えされていたことから、耐

用年数を考慮しても出火の要因としての可能性は低いものと考え

られる。 

(4) 本件バッテリー付近の残渣物には溶融した金属物や丸型端子が

あったことから、バッテリーに接続する電気配線が被覆の劣化等

により絶縁が低下し、短絡して過電流が流れ、被覆が燃えるなど

して出火した可能性があると考えられるが、電路の絶縁及び同電

気配線の状態に関する情報を得ることができず、出火に至った状

況を明らかにすることができなかった。 

写真４ 左舷バッテリーの状況 
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*3   運輸安全委員会事務局那覇事務所、令和５（２０２３）年５月発行、 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/localanalysis/08naha/20230523nhanalysis.pdf 

(5) (1)～(4)から、本船は、京浜港川崎第１区において航行中、機

関室右舷側において電気的な要因から出火して、船体に延焼した

ものと考えられる。 

(6) 船舶所有者及び船長は、過去に本船の電気機器、電気配線等に

異状がなかったことから、電路の絶縁抵抗測定を行ったことがな

く、電気配線の被覆等の劣化に気付かなかった可能性があると考

えられる。 

(7) 本船は、本事故当時、自動拡散型粉末消火器が作動しなかった

可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、本船が、京浜港川崎第１区で航行中、機関室右舷側の本

件バッテリーに接続した電気配線の短絡によって出火し、船体に延焼

したことにより発生した可能性があると考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、発航前検査等において、日頃からバッテ  

リー、電気機器及び電気配線の状態を確認し、同配線の被覆にひ

び割れ、端子の緩み等があるような場合には早めに関連機器や配

線等の交換及び端子の増し締めを行うこと。 

・小型船舶の船舶所有者及び船長は、船舶検査の対象でなくとも、

管理船舶の船齢が高い場合には、船舶検査等の機会に絶縁抵抗測

定を実施すること。同測定の際には、電路における線間の同測定

を含めて実施すること。 

・小型船舶の船舶所有者及び船長は、運輸安全委員会地方分析集

「漁船の電気火災を防止しましょう」*3に記載されている電気設

備の点検を参考にすること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和６年８月８日 １６時１２分頃発生） 

 

 

夜光運河 

川崎市 

川崎第１区 

水江運河 

東扇島 

川崎航路 

川崎東扇島防波堤東灯台 

東扇島防波堤 

川崎第２区 

東京湾 
神奈川県 

東京都 

× 


